
　

９
日
（
木
）

●
母
子
家
庭
の
就
業
相
談

▼
日
時
＝
12
月
９
日
（
木
）
午
後
１
時
〜

３
時　

▼
場
所
＝
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー　

▼
そ
の
他
＝
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

▼
児
童
課
（
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

5
23
局
３
５
１
３

〜
１
月
16
日
（
日
）

●
赤
羽
根
文
化
会
館
平
常
展

▼
日
時
＝
１
月
16

日
（
日
）
ま
で
の
午

前
９
時
〜
午
後
５

時
（
入
館
は
午
後
４

時
30
分
ま
で
）　

▼
場
所
＝
赤
羽
根

文
化
会
館
展
示
室

▼
内
容
＝
「
鈴す

ず

木き

敏と
し

雄お

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

陶
磁
器
を
展
示　

▼
観
覧
料
＝
無
料

▼
田
原
市
博
物
館
5
22
局
１
７
２
０

１
日
（
祝
）
〜
３
月
21
日
（
月
）

●
田
原
市
博
物
館
企
画
展

▼
日
時
＝
１
月
１
日
（
祝
）
〜
３
月
21
日

（
月
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
入
館
は

午
後
４
時
30
分
ま
で
）／
月
曜
休
館
日（
祝

日
の
場
合
は
翌
日
）
／
１
月
４
日
（
火
）・

11
日
（
火
）・
２
月
８
日
（
火
）・
９
日
（
水
）

は
休
館　

▼
内
容
＝
「
田
原
市
博
物
館

館
蔵
名
品
選
」
渡わ

た

辺な
べ

崋か

山ざ
ん

と
関
係
画
家
を

中
心
に　

▼
観
覧
料
＝
一
般
５
０
０
円
／

小
・
中
学
生
１
０
０
円
（
毎
週
土
曜
日
は

小
・
中
・
高
生
無
料
開
放
日
）

▼
田
原
市
博
物
館
5
22
局
１
７
２
０

２
日
（
日
）

●
新
春
凧
揚
げ

▼
日
時
＝
１
月
２

日
（
日
）
午
前
10

時
〜 

▼
場
所
＝

め
っ
く
ん
は
う
す

▼
内
容
＝
小
凧
プ

レ
ゼ
ン
ト
や
餅
つ

き
な
ど

▼
田
原
市
観
光
協
会
（
商
工
観
光
課
内
）

5
23
局
３
５
１
６

16
日
（
日
）

●
第
14
回
田
原
市
タ
ス
ポ
ニ
ー
大
会

▼
日
時
＝
１
月
16
日
（
日
）
午
後
１
時
15

分
〜　

▼
場
所
＝
田
原
中
学
校
屋
内
運
動

場　

▼
対
象
＝
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方　

▼
チ
ー
ム
編
成
＝
１
チ
ー
ム
２

名
／
参
加
部
門
は
電
話
に
て　

▼
参
加
料

＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
１
月
12
日（
水
）

ま
で
に
、
生
涯
学
習
課
ま
た
は
田
原
・
赤

羽
根
文
化
会
館
に
あ
る
申
込
用
紙
へ
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
提
出

▼
生
涯
学
習
課
5
23
局
３
５
３
１

▼日　　時◎２月５日（土）／開場は各公演時間の 30 分前
　　　　　　【昼間の部】午後２時開演
　　　　　　【夜間の部】午後６時 30 分開演

▼場　　所◎田原文化会館文化ホール

▼内　　容◎わらび座による高
たかのちょうえい

野長英の熱い生涯を描いた　
　　　　　　ミュージカル

▼入 場 料◎一般・前売２０００円　当日２５００円
　　　　　　高校生以下・前売１０００円　当日１５００円
　　　　　　※昼間の部は高校生以下無料／ただし、入場整
　　　　　　理券が必要（12月 16日［木］までに電話にて）

▼チケット
　販　　売◎ 12 月 18 日（土）午前９時から田原・赤羽根文
　　　　　　化会館・市役所案内・生涯学習課にて／市役所
　　　　　　案内・生涯学習課は土・日・祝日除く

▼生涯学習課5２３局３５３１

平成16年12月1日 　  　　　　　　　　│ 20 │

交通事故発生件数

火災・救急件数

窃盗犯罪発生件数人身

負傷

火災

救急

死亡

物損

月

17件（193件）

19人（246人）

0人（2人）

88件（911件）

侵入盗

乗物盗

非侵入盗

8件（76件）

12件（117件）

32件（312件）

1件（28件）

99件（1025件）

●（　）内の数字は１月からの累計

田原市の

ED C

月

UJ N

月

　１８２６年（文政９年）秋。シーボルトが開く鳴
なるたきじゅく

滝塾で、23歳
の高野長英は優れた語学力と論文で“ドクトル”の称号を受ける。
世界に目を向け、蘭学に燃える長英はたびたびの説得にもかかわ
らず、いいなずけの千

ち

越
お

が待つふるさと水沢に戻ることはなかっ
た。江戸に開塾した長英が渡

わた

辺
なべ

崋
か

山
ざん

らとともに、国を救うための
生きた学問を求めていた頃、モリソン号事件が起こる―。




